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Ⅰ．はじめに
2009年の看護教育新カリキュラムにおいて、基
礎分野では「コミュニケーション能⼒を高め感性
を磨き⾃由で主体的な判断と⾏動を促す」、また
専⾨分野では「コミュニケーションを強化」する
教育内容が含まれている。
看護は対象と看護師との相互関係を基盤として

展開される。そのため対象と関わる⾃分がどのよ

うな傾向にあるかという⾃⼰理解を基盤に、他者
に関心を向け価値観や感じ方、思考の相違などを
知る他者理解が必要といえる。また、看護の対象
は何らかの健康課題と不安、苦痛、悩み、心配事
等を持ち合わせていることが多い。そのような対
象理解のために、看護師には話しやすい雰囲気作
りや⾃⼰開⽰を促す能⼒が⼤切であり、看護基礎
教育における対⼈関係能⼒を向上させる教育方法
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要旨：「援助的⼈間関係論」の授業において、「不快の感情を持つ他者理解」で構成的グループエンカウンター
を実施した。その結果①学生は、⾃⼰覚知、感情表現、⾃⼰主張ができており、他者受容、役割遂⾏へと学び
を発展できていた。②話し⼿側学生に「⾃⼰表現の抑制」、聴き⼿側学生に「⾃⼰理解の深化」があり、相互
関係へと発展ができない学生がいた。③社会的スキルKiSS−18の「コミュニケーション因子」やオープナ
ー・スケールの「なごませ因子・共感因子」は授業前後に有意に上昇し、対⼈関係能⼒が育成されることが⽰
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2） The “speaker” student had “deepened their self‑understanding” by “controlling their self‑expression.” The
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の開発は⼤きな課題といえる。
筆者等は、看護系短期⼤学生を対象とした構成

的グループエンカウンター（Structured Group

Encounter；以下ＳＧＥと略）の教育方法を用い
て平成16年度から授業を展開しており、その効果
を報告した１）。ＳＧＥは他者と触れあい⾃分の本
音に気づくことを意図し、國分は２）①⾃分の本
音を知る（⾃⼰覚知）②本音を表現する（感情表
現）③本音を主張する（⾃⼰主張）④他者の本音
を受け⼊れる（他者受容）⑤他者への信頼⑥他者
とのかかわりを持つ（役割遂⾏）の６項目が体験
できると述べている。また、ＳＧＥはグループと
いう集団を生かし、課題・時間・⼈数という枠を
構成し展開するため、参加者の心の準備体制がで
き心理的抵抗を最⼩にできるという利点がある。
そのため青年期でアイデンティティの確立の時期
にある学生にとって有効と考えている。
今回の研究対象の看護⼤学１年生は、看護の専

⾨教育はまだ未履修であるため、授業では⾃⼰理
解・他者理解ができ対⼈関係を⾃ら構築できる基
盤作りが⼤切と考え展開している。授業は必修科
目で週１回90分であり４～８⽉までの５ヶ⽉間に
わたる。また、他授業の進⾏状況から１年次初期
の学生には、看護の対象が持ち合わせていること
が多い「不安、苦痛、悩み」などの不快の感情は
理解しにくいと考えている。そこで、学生⾃身の
身近な話題として「楽しかった嬉しかった体験」
次に「悲しい、⾟い体験」をテーマとして取り上
げ傾聴訓練を実施している。
対⼈関係について学生は、学生生活や他の授業
等で学ぶ機会も多く系統的に研究することは難し
い面もあり、また対⼈関係に関する評価スケール
も確立されていない。そこで、今回は授業中の記
載内容や社会的スキル測定尺度等を用いて授業前
後の比較によりその効果を明らかにする。

Ⅱ．研究目的
「不快の感情を持つ他者理解」の授業に焦点を

あて、学生が抱いた認識とコミュニケーションス
キルの変化からＳＧＥを用いた授業の効果と課題
を明らかにする。

Ⅲ．用語の定義
対⼈関係：他者を意識した他者との関係や相互作
用のありよう３）

不快の感情を持つ他者：心的活動に伴って生じる

不快の意識状態４）とし、悲しい、不安、⾟い、
悔しい、寂しい、怒り等を感じている他者

Ⅳ．研究方法
授業概要と具体的展開は表１に⽰す。今回、研

究対象とした授業は、傾聴訓練（1）「快の感情を
持つ他者理解」の後の７回目の傾聴訓練（2）「不
快の感情を持つ他者理解」である。次の授業予定
である「看護場面におけるコミュニケーション」
の前段階に位置づけている。
１．研究対象：Ｅ看護⼤学１年生111名のうち、
88名（79.3%）の同意が得られ、授業の欠席者や
調査用紙に欠損値がある者を除いた66名（有効回
答率75.0％）とした。
２．時期：2009年６⽉
３．データの収集：１）体験毎に記載させたワー
クシート（表２に⽰す）２）授業前後に記載させ
ているKiSS−18：菊池５）により開発された社会
的スキル18項目、５段階尺度。菊池の３因子構造
を採用し、『コミュニケーション因子』５項目、
『問題解決因子』６項目、『トラブル処理因子』７
項目で構成されている。３）授業前後に記載させ
ているオープナー・スケール：⼩⼝６）により開
発された⾃⼰開⽰の受けやすさを測定する尺度。
10項目５段階尺度で『なごませ因子』５項目と
『共感因子』５項目で構成されている。４）授業
後に記載させた⾃作の「本⽇の授業の振返り」と
して５項目（①今⽇のエクササイズを楽しくでき
ましたか②今⽇のエクササイズはあなたのために
なりましたか③友達の意見や考えをじっくり聞く
ことができましたか④⾃分の意見や考えを友達に
伝えることができましたか⑤新たな⾃⼰発見がで
きましたか）を５段階評価（５．とてもよく当て
はまる４．まあ当てはまる３．どちらともいえな
い２．あまりいえない１．全くいえない）とした。
４．分析方法：１）体験毎のワークシートに記載
された内容は研究者間で一⽂を分析単位とし、一
⽂以上の記載があった場合は意味内容から判断し
分析単位とした。分類は学生の感情の変化や思考
の視点からＫＪ法を用いてカテゴリ化した。一定
期間をおいて２回実施。２）KiSS−18や３）オ
ープナー・スケールは総得点・各因子別得点およ
び各因子項目の平均点および標準偏差を算出し授
業前後で比較した（ｔ検定）。４）「本⽇の授業の
振返り」５項目は単純集計した。

⽇本⾚⼗字秋⽥看護⼤学紀要・⽇本⾚⼗字秋⽥短期⼤学紀要　第15号　2010年

−10−



５．倫理的配慮
研究対象となった学生には次の①～④について

説明をし、同意を得ている。①研究の目的②匿名
性の遵守③協⼒の有無により不利益はない、本研
究への参加は⾃由意志であること④結果は集計・
分析後に公表すること。以上について、授業開始
前は⼝頭で、授業終了後は書面で説明し同意書を
得た。本研究は2009年⽇本⾚⼗字秋⽥看護⼤学研
究センター倫理審査委員会の承認を得ている。

Ⅴ．結果
１．学生がI‑messageで記載したワークシートの内容
結果は表３、表４に⽰す。データから抽出され

た元ラベル数は＜話し⼿側＞は、88件であった。
分析の結果12のサブカテゴリーと４のカテゴリー
が抽出された。＜聴き⼿側＞は、元ラベル数83件
であり、10のサブカテゴリーと２のカテゴリーが
抽出された。以下の⽂中では、カテゴリーを
【　】、サブカテゴリーを《　》で⽰す。
＜話し⼿側＞のカテゴリー【関係性の認識によ

る快の感情出現】は、元ラベル数40件（45.6%）
であった。サブカテゴリーは《理解しようとして
くれたことがうれしかった》《相⼿の反応に安心
した》《関心を寄せて心配してくれていた》など
の８からなる。【不快感情の軽減】は元ラベル数
16件（18.2%）、サブカテゴリーは《楽になった・
癒された》である。【⾃⼰表現の促進】は元ラベ
ル数15件（17.1%）であり、サブカテゴリーは
《話しやすかった》であった。【⾃⼰表現の抑制】
は元ラベル数17件（19.3%）であり、２のサブカ
テゴリーからなり、《不快感情の再認識による⾃
⼰開⽰への躊躇》《⾃⼰の主観による⾃⼰開⽰の
抑制》であった。
＜聴き⼿側＞のカテゴリー【他者理解を深化さ

せる姿勢】は、元ラベル数68件（81.9%）であっ
た。７のサブカテゴリーからなり、《相⼿の雰囲
気に合わせた⾏動》《相⼿の⾔動や非⾔語的⾏動
により気持ちが伝わった》《不快の感情の察知と
ケアしたい気持ちの出現》などであった。【⾃⼰
理解の深化】は元ラベル数15件（18.0%）であり、
サブカテゴリー《⾃⼰の認識の⾃覚》《不快の感
情からの逃避》《他者との一致による快の感情の
出現》であった。＜話し⼿側＞のカテゴリー【⾃
⼰表現の促進】や＜聴き⼿側＞のカテゴリー【他
者理解を深化させる姿勢】の元ラベルの内容に
は、＜聴き⼿側＞の「相づちを打つ、目を合わせ
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表１　授業の概要と傾聴訓練（2）の具体的展開

表２　体験毎に記載するワークシート
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表３　話し⼿側の記載内容 ［件�％�］

表４　聴き⼿側の記載内容 ［件�％�］



る、表情や声のトーンに合わせる」などが記載さ
れていた。
２．KiSS−18の変化
結果は表５に⽰す。傾聴訓練（2）の授業前後

のKiSS−18総得点による比較では、授業後は授
業前に比較し有意に上昇した（p<0.01）。各因子
別得点による比較では、『コミュニケーション因
子』『トラブル処理因子』の各々において授業後
が授業前に比較し有意に上昇していた（p<0.001、
p<0.05）。また、『コミュニケーション因子』の項
目では、「５．知らない⼈とでも、すぐに会話が
始められますか」「８．きまずいことがあった相
⼿と、上⼿に和解できますか」において授業後は

授業前に比較し有意に上昇していた（p<0.001、
p<0.001）。『問題解決因子』において授業前後に
有意差は認められなかった。
３．オープナー・スケールの変化
結果は表６に⽰す。傾聴訓練（2）の授業前後

のオープナー・スケールの総得点の比較では授業
前後における有意差は認められなかった。しかし、
各因子別得点による授業前後の比較では、『なご
ませ因子』、『共感因子』ともに授業後は授業前に
比較し有意に上昇していた（p<0.01、p<0.001）。
４.「本⽇の授業後の振り返り」結果
表７に⽰す。「１．本⽇のエクササイズは楽し

くできましたか？」は平均4.3であった。
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表５　KiSSの結果

表６　オープナー・スケールの結果



Ⅵ．考察
傾聴訓練として「不快の感情を持つ他者理解」

の授業をＳＧＥの⼿法を用いて⾏った。学生が＜
話し⼿側＞＜聴き⼿側＞の役割で体験毎に記載し
たワークシート、授業前後で記載したKiSS−18

およびオープナー・スケールの結果から、ＳＧＥ
の⼿法を用いた授業の効果と課題を考察する。
１．学生がI−messageで記載した体験毎のワー
クシートから
＜話し⼿側＞では３カテゴリー【関係性の認識

による快の感情の出現】【不快感情の軽減】【⾃⼰
表現の出現】の元ラベル総数は、71件（81.7%）
であった。ＳＧＥ実施後に振り返り⾃⼰洞察を⾏
うことで、⾃分に生じた感情を⾃覚し表現し他者
に伝えることができている。國分７）が述べてい
るように、⾃分が感じたことを認識し（⾃⼰覚
知）、I−messageで本音を表現する（感情表現）、
話し⼿側・聴き⼿側学生の２⼈一組で⾏ったシェ
アリングで感じたことを主張し関わりを持ち⾃由
な表現（⾃⼰主張、他者への信頼）ができるよう
になったと考えられる。＜聴き⼿側＞では、【他
者理解を深化させる⾏動】が68件（81.9%）であ
った。《相⼿の雰囲気にあわせた⾏動》《相⼿の⾔
語や非⾔語的⾏動により気持ちが伝わった》など
があり、⾃分が感じたことを認識（⾃⼰覚知）で
きていると考える。また、《相⼿の体験を追体験
することにより気持ちが伝わった》《⾃分の体験
と比較することにより気持ちが伝わった》などが
あり、追体験や⾃⼰の体験と比較する機会となり、
⾃分のことのように認識・共有し、他者理解を深
めていると考えられる。少数ながら元ラベルにあ
る「目を合わせる、うなづく、表情や声のトーン
に合わせる」などの傾聴の基本的なスキルを活用
した姿勢も記載されており、傾聴するという役割
遂⾏ができていると考えられる。これらから＜聴
き⼿側＞学生は、これまでの授業で学んだスキル
を活用しながら相⼿の話を聴き、相⼿の立場に立
とうとする姿勢で関わり、その姿勢に対し＜話し
⼿側＞学生は、話しやすいと感じ⾃⼰表現が進み
不快な感情の軽減や快の感情が持てるようになり、
学生は⾃⼰と他者が相互作用していると実感でき
たのではないかと考えられ、ＳＧＥの効果が⽰唆
された。
一方、＜話し⼿側＞の【⾃⼰表現の抑制】が17

件（19.3%）あり、これらは＜聴き⼿側＞の態度
等や＜話し⼿側＞の心理的抵抗から生じた可能性

がある。また、＜聴き⼿側＞の【⾃⼰理解の深
化】が15件（18.0%）であった。菅原は８）⾃⼰意
識は公的⾃⼰意識と私的⾃⼰意識からなり、後者
は⾃⼰の内面に注意を向けることであると述べ、
水野は９）私的⾃⼰意識が高まると⾃⼰洞察が深
まり、それによって⾃⼰理解が促進すると考えら
れると述べているように、＜聴き⼿側＞の【⾃⼰
理解の深化】は⾃⼰理解が促進されたが、他者と
の関係性へ発展していないことがうかがえる。諏
訪は10）体験学習は心理的に軽いテーマから重い
テーマへと徐々に移していくのがポイントである
と述べている。授業では誰でも参加できるテーマ
から順にプログラムを組み、予告し開始した。Ｓ
ＧＥは課題・時間・⼈数を構成するため気軽に取
り組めるとされているが、授業として展開した場
合、出席や単位の修得との関係から強制的意味合
いを持つ。青年期で互いに同年齢にある友達では
ないペアであること、５分間という時間の制約が
あり深まりにくかったこと、「不快の感情」のテ
ーマは学生の現時点での悩み等との関連している
可能性があったこと、無意識の領域が意識化され
る過程における心理的防衛規制の発現等により⾃
⼰開⽰しにくかったこと等が考えられる。今回の
テーマは次回授業の前段階と位置づけているため
変更することは考えていないが、フラッシュバッ
クが生じる可能性もあるため授業中の学生の観察
と、ペアが沈黙状態や話が進⾏していない様子で
も積極的介⼊は避け見守る必要性があると考える。
２．社会的スキルKiSS−18の変化から

KiSS−18総得点（p<0.01）、『コミュニケーシ
ョン因子』得点（p<0.001）、『トラブル処理因子』
得点（p<0.05）は有意に上昇していることから、
菊池が述べている社会的スキルはＳＧＥによって
育成できると考えられる。一方『問題解決因子』
の得点は有意差は認められなかった。今回のテー
マは「困ったこと、感じている問題等」ではない
ため問題解決と関連が少なく変化しなかったと考
える。今回の授業は６⽉であり、疾病に関する授
業が開講されていないことから、健康課題と関連
させたテーマにすることは限界があり、他の授業
に委ねたい。
３．オープナー・スケールの変化から
オープナー・スケールは、積極的に開⽰者を打
ち解けさせる『なごませ因子』と受動的に開⽰を
聞くという『共感因子』より成り立っている11）。
授業前後の比較では、総得点は有意差は認められ
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なかったが、両因子得点で上昇し、坂本12）が２
⽇間の合宿研修で実施したＳＧＥ体験による結果
と同様であった。また、『共感因子』の「２．私
は聞き上⼿だといわれる」「10．私は⼈がその⼈
⾃身の話をしている時、話の腰を折るようなこと
はしない」の２項目が授業後に上昇した。これは、
学生が他者の話を真剣に受容的態度で対応した結
果と考えられ、ＳＧＥの実施により、⾃⼰開⽰し
やすい雰囲気作りや共感的態度が育成できること
が⽰唆された。
國分は８）体験学習したものを知的洞察するこ

とで体験の整理ができて定着が促進されると述べ
ている。今回の授業は「援助的⼈間関係論」の７
回目であり、今回の研究結果は３～６回目までの
授業でＳＧＥを実施したことがよい影響をもたら
していると考えられる。
現代の学生は⽇常生活体験の少なさ、コミュニ

ケーション場面の狭少化、発達課題の達成度と関
連して体験を意識する機会が少ない場合などがあ
る。多くの学生が青年期にあり⾃⼰と対峙するこ
とは葛藤が生じやすいと考えられる。しかし、
「本⽇の授業の振り返り」では、「１．今⽇のエク
ササイズを楽しくできましたか」が4.3であり、
「不快の感情を持つ他者理解」がテーマの授業に
楽しく取り組んでいたといえる。
４．課題

I−messageで体験毎に記載するワークシート
は、＜聴き⼿側＞のコミュニケーションスキル
（⾔語、非⾔語）の記載がないものがあった。前
回までの授業がどう生かされたのか、どのような
スキルを使用しているかを把握するために、記載
する欄を設ける様にしたい。またKiSS−18、オ
ープナ−・スケールとも⾃⼰評定表であり、客観
的評価尺度については今後の検討課題にしたい。

Ⅶ．結論
「援助的⼈間関係論」の授業において、「不快

の感情を持つ他者理解」でＳＧＥを実施した。授
業で使用しているワークシート、KiSS−18、オ
ープナー・スケールを用いて分析した結果、以下
のことが明らかになった。
１．学生は、⾃⼰覚知、感情表現、⾃⼰主張がで
き、他者受容、役割遂⾏へと学びを発展できて
いた。
２．＜話し⼿側＞学生に【⾃⼰表現の抑制】、＜
聴き⼿側＞学生に【⾃⼰理解の深化】があり、

相互関係へと発展できない学生がいた。
３．社会的スキルKiSS−18の『コミュニケーシ
ョン因子』総得点、オープナ−・スケールの
『なごませ因子、共感因子』得点が授業前後に
有意に上昇し、ＳＧＥによる授業で対⼈関係能
⼒が育成されることが⽰唆された。
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し上げます。
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